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支
配
的
で
あ
る
o
t

こ
の
よ
う
に
当
認
と
社
主
の
坊
係
を
注
併
す
れ
ば
、

必
黙
約
に
、

基
本
格
は
、
当
家
に
古
J
N
ら
れ
た
ム
下
段
拘
公
維
の
n
h
川

ι止
ま
ら

ず
、
客
制
的
芯
次
一
五
に
ム
セ
司
令
〈
草
川
本
権
の
一
切
仲
町
権
的
側
面
が
、

M
1↓
人
心
社
会
依
存
互
仲
ぃ
川
公
慌
を
実
効
的
に
保
認
す
る
の
に
分
で
な

け
れ
旬
、
こ
mv
た
め
に
、
国
家
の
桔
林
約
な
作
川
以
J

必
要
で
あ
る
一
鳥
時
の
基
本
推
論
が
、
そ
の
椅
氏
裟
素
と

L
て
、
川
口
会
三
宮
主
的

何
百
れ
し
い
府
制
力
一
中
心
凶
主
に
よ
っ
て
似
八
十
し
よ
う
と
し
C
い
る
こ
と
は
、
保
障
凶
家
的
な
傾
向
の
髭
法
十
一
り

ι慌
を
さ
ら
に
拭
I
Eに
い
司
る

出家こ私人にI，，公犬山知ネグコ戸体化

も
の
と
み
る
ど
一
い
か

し
こ
が
う
、
、
公
共
の
栢
十
と
は
凹
家
と
が
い
会
に
よ
っ
て
共
同
し
て
実
院
さ
れ
る
と
い
う
、
ど
｝
は
、
広
範
な
同
立
の
も
と
て
つ
ぱ
ψ
ー
し
て

いク
G
I
ζ

一門って干
I
品

L

r
d

れ
山
ょ
っ
と
、
凶
家
の
↑
ね
秩
序
L
Y

し
J

よ
り
光
極
的
支
ド
は
影
響
、
中
長
け
な
い
国
家
に
残
さ
れ
る
保
持
主

Hrと
い
ニ
J

考
え
方
ば

へ
お
火
A
m
I
n
H
U

T

］： 

こ
の
関
連
な
安
羽
、
ぶ
L

い
る
戸

u夜
泣
の
公
共
の
陥
付
心
共
体
化
を
め
ぐ
る
設
論
の
玄
従
に
い
や
ム
匂

と
ゐ
ら
れ
る
以
以
前
一
人
々
続
角
心
亡
、
挟
は
、

LZJ
～
が
っ
℃
、
決
L
E
門
わ
れ
る
ほ
と
地
滑
り
附
訟
も
の
ご
は
な
い
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、

こ
の
議
論
に
沢
口
組
れ
〕
価
値
が
あ
る
こ
亨
フ
ス
き
な
の
で
あ
ろ
う
か

立

統
ふ
n
的
な
分
析
枠
組
み
ノ
と
し
て
の
保
障
凶
ぷ
の
コ
ン
セ
プ
に

誌
が
｜
｜
説
家
J
私
人
一
け
ー
ー
い
っ
ん
J

い
公
共
心
」
程
什
り
共
体
化
に
が
t
U
L
い
の
古
と
い
う
間
い
に
対
し
て
は
、

九
は
、

z恥
廷
の
議

(f¥l人民半、＂＂ (l 187' 187 '20凶）. c . 



戸、

請
は
、

そ
の
峰
、
心
に
お
い
て
本
質
的
に
新
た
17も
の
を
引
け
以
え
て
い
る
1わ
け
で
は
沿
い
の
で
あ
る
。

u
uろ
、
五
宍
的
に
は
、

つ
の
事
…
わ
か
電
装
で
あ
る
J

ま
ず
第

に
回
ぼ
肝
｝

,,, 

の
た
め
に
い
い
月
い
て
い
る
1

保
障
凶
訟
と
い
う
コ
ン
ヒ

言咋

ブ
ト
は
、
公
共
の
福
祉
の
具
体
化
に
つ
い
て
M
い
す
の
独
I
U
は
な
く
、

M
門
家
的
な

γ
ク
タ
下

r
一
一
払
的
な
F

ク
ケ
7

が
そ
の
際
に
協
働
L
て

ジ
？
一
ど
か
、
明
ら
か
に
認
め
ζ

い
る
u

第
二
に
、
仏
M
陪作山川一日本のコ
J

ヒ
ゾ
ト
は
、
主
体
的
な
小
り
た
り
判
祉
を
か
一
定
ム
o
J
Q
〆
て
い
う
問
題

一ワ」一

の
多
い
試
に
炉
ら
切
り
維
さ
れ
、
さ
ら
に
、
公
共
心
福
什
概
念
が
片
付
っ
て
い
る
必
代
、
お
な
f

中
川
政
さ
ζ

明
放
性
は
、
千
絞
ト
・
権
限
！

日
一
旦
一
格
化
現
牲
に
依
存
し
て
い
司
る
こ
し
〈
と
和
口
A

に
沼
山
中
し
て
し
る
と
い
う
お
ル
設
｝
ゲ
い
ぶ
り
這
に
人
札
て
い
る
c

ご
A
U
内
、
P
4
R

i

l

 

2
ぽ
／
）
む
よ
う
は
も
の

2
山
出
所
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
？
。
次
の
叙
山
4
4
d
J
J
よ
く
J

舎四日、〈弘、れる〈

り
は
一
同
4bhd

二
保
、
担
M
門家」

と
は
、
包
ハ
杯
川
町
立
公
共
心
ね
祉
に
れ
す
る
台
（
日
七
乞
堅
持
す
る
が
、
店
ハ
一
の
ー
に
よ
る
、
す
伝
わ
ち
山
按
の
任
務

実
れ
の
て
め
の
手
段
J

デ
一
法
棄
Lι
ー
一
国
家
む
こ
と
乞
一
斉
う
っ
、
一
心
同
家
は
、
畑
仕
を
志
M
T
る
笑
わ
囚
家

則
的
、
2
1
Wム
山
形
ば
的
要
求
を

一
定
心
情
極
的
な
社
公
的
関
係
T
／
～
状
態
を
は
際
と
し
、
引
き
絞
き
そ
れ
を
光
板
的
雪
山
い
れ
に
お
い
て
比

，J
る
2
い
ス
ノ
意
味
に
お
い
て
、

受
け
継
い
で
い

日
体
持
凶
り
み
と
い
う
概
念
の
八
エ
く
は
覚
ま
し
い
成
宋
は
、
メ
れ
が
様
々
な
川
町
怨
や
議
命
、
り
文
脈
に
対
し
て
つ
な
が
れ
、
そ
れ
ら
を

以
り
ス
ハ
一
む
こ
口
一
ー
で
き
た
こ
と
お
［
（
っ
て
い
る
v

ご
の
コ
ン
令
ブ
ト
の
政
J

什
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
俣
病
什
性
に
と
っ
て
最
も
大
き
な

tzt去
を
け
い
っ
て
い
る
の
は
、
社
p

ヌ
凹
家
的
な
、
川
川
目
択
的
川
町
解
、
仁
川
引
自
白
ニ
素
的
な
ネ
れ
と
の
述
人
ば
で
あ
る
合
ヤ
ー
な
わ
ち
、

方
で
は

れ
ま
と
同
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
仔
務
心
実
行
を
引
き
受
け
る
山
本
人
心
問
り
の
役
割
が
強
1
制
さ
れ
る
が
、
他
方
に
、
臼
（
棋
の
ァ
ー

ヲ
状
の
支
品
目
4
同
時
に
強
川
刊
さ
れ
匂
の
で
あ
る
」
「
保
障
自
家
」
は
、
近
此
川
の
中
心
的
な
改
芋
の
川
端
緒
で
あ
h
説
明
モ
デ
ル
ミ
あ
る
尺

消
化
を
め
く
る
議
論
、

－一
i
－
ペ
ブ
リ
ァ
ク
・

γ
不

γ
メ
ン
ト
、
本
山
般
的
な
干
J
T忍
ζ
w
h
パ
ナ
〆
ス
、

L

／

J

γ

J

、ン

i
〈
耐
と
も
－
h
按

必
（
J

一
ぽ
ナ
μ
り
や
ご
↓
汁
：
ノ
て
ー
パ
司
令

次
ぴ〉

U) 

l京
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保
降
同
家
の
コ
シ
ゐ
フ
ト
寸
一
瑚
併
す
る
L

～
め
に
は
、

y
こ
の
件
、
ur政
策
よ
り
末
決
定
を
確
認
、
亡
は
け
れ
ば
な
、

y
川
怖
い
っ
そ
こ
て
は
、
あ

る
政
治
的
な
攻
想
が
問
還
に
仕
る
ζ

い
う
よ
り
｜
｜
あ
る
い
は
抑
制
的
に
問
起
に
な
る
に
1

川
止
ま
っ
て
｜
｜
、

国
軍
に
一
け
る
粁
務
実
行
と

社
公
に
よ
る
任
務
実
行
の
間
の
変
叫
し
い
の
た
め
の
絞
合
的
な
分
析
枠
新
み
、
豆
、
が
同
志
に
司
る
の
で
あ
る
似
陣
出
家
の
7

4

J

ヒ
ァ
ト
は
、

こ
の
よ
う
は
変
伎
を
手
続
化
し
、
千
r
伐
と

L
て
向
き
換
え
一
可
能
訟
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
握
一
円
詑
な
も
の
に
ム
o
J
Q
o

そ
り
際
、

中
心
的
注
意
味
Jvr
持
つ
二
厄
の
構
成
炭
素
円
1
4
ぬ
る
。
以
内
、
そ
れ
を
一
説
明
し
よ
う
n

責
任
心
配
分

え
』
こ

「バム干
h

一
弘
前
中
〈
治
円
に
灯
れ
ば
な
ら
と
い
d

バ
ヘ
笹
川
家
の
」
旬
、
え
ト
リ
は

過
大
に
要
求
さ
れ
る
川
出
家

一
市
ト
こ

f
－

i
 

出
E
Pと
を
め
く
る
議
論
C
文
脈
に
r什
と
す
る
小
、
中
な
る
同
哀
の
梓
C

1
ダ
ィ
エ
？
”

f
ロ
ク
ソ
ム

だ
と
誤
解
し
て
は
な
ら

出家こ私人にI，，公犬山知ネグコ戸体化

な
い
一
同
咋
に
と
っ
て
の
ね
担
将
減
は
、
こ
の
号
、
ぇ
方
三
一
一
人
と
ひ
ょ
〉
と
す
る
と
悩
々
の
場
台
山

つ
い
て
い
る
か
、
お
し
れ
な

い
J

し
か
し
、
ば
い
い
川
に
、
国
家
の
日
出
品
似
合
片
付
rJVL3段
と
し
仁
川
咋
似
ず
る
」
と
の
f

ス
ト
は
、
国
家
に

2
ゥ
一
三
任
研
川
を
首
按
い
九
円
分
で

長
に
す
場
合
以
ー
に
高
く
つ
く
こ
と
が
あ
る
っ
刊
ぽ
阿
国
家
」
と
っ
て
、
安
ト
が
り
で
は

1Y7＼
公
共
（

U
N祉
の
J

叫
ん
尽
の
長
、
山
地
化
と

い
え
ノ
意
味
で
「
よ
り
よ
い
」

の
で
あ
る
戸

、
〕
た
が
っ
て
、
保
障
国
家
心
端
械
か
ら
M
J
l
j
心
的
に
閃
出
品
と
な
勺
の
は
、
公
的
什
脳
ん
の
文
行
に
際
1

げ
て
の
引
札
制
の
一
削
へ
刀
で
あ
る

こ
れ
が
1

主
任
心
配
分
、
乞
い
う
き
え
ん
の
背
尽
に
あ
心
。
日
家
が
、
士
山
U

作
に
も
払
う
て
…
設
定
さ
れ
た
法
的
枠
組
み
の
j

』
…
ー
で
、
公
的
任
務

の
実
仁
に
つ
い
て
保
障
、
な
け
れ
は
な
ら
な
い
乙
い
う
三
江
戸
、
日
家
の
玄
江
い
の
法
的
な
俣
慌
に
あ
る
こ
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
っ
日
L

昔
、
咋
ー
の
山
中
核
リ
市
民
素
は
、
し
た
小
っ
て
、
任
務
、
口
主
判
、
そ
し
て
、
統
制
こ
い
税
制
仰
を
ボ
司
欠
？
ご
し
て
い
る
ζ

い
号
車
は
に
お
け
る
保

障
義
務
で
あ
る
口

(f¥l人民半、＂＂ (l 180' 189 '20凶）. c . 



戸、

よ
っ
て
一
日
4

枕
さ
れ
た
同
’
子
炉
、
社
け
ん
で
百
九
に
、
叶
ポ
ム
7hf
べ
き
一
行
f
M
M
の
隠
日
わ
ず
に
閃
ー
い
て
ん
τ一

知
的
K
R粁
を
ハ
買
っ
て
い
る
と
い
う
訟
議
と
結
び
つ
い
て
い

z
R
杵
の
間
分
し
｝
い

y
考
え
方
は

そ
の
限
り
で
、
白
衣
と
市
民
の
責
任
共
可
件
を
治
る
こ
乙
が
で
き
よ

言咋

責
任
心
配
分
は

い
！
の
門
容
を
：
什
っ
て
い
る
の
」
ず
な
y

わ
い
も
、
…
て
の
一
つ
は
、

M
門
会
的
な
ア
ク
タ
’
、

υTR家
的
な

マ
ク
タ
i
、
私
的
な
ア
ケ
タ
ー
の
向

η
公
F
L
1

に
旭
う
任
務
け
山
宮
九
七
に
際
し
て
の
作
業
の
配
分
C
為
り
、
も
う

ノ
は
、
こ
の
品
川
業

η
配

分七ゲ」点古川到／するん
J

め
一
り
ほ
山
般
の
腔
ム
コ

3
N吃ドコ万三でムザ初
J
ら
す

J
t
J
1
1
4
J
t
d
t
 

皮
分
配
す
れ
ば
治
む
の

で
は
k
く
訪
日
山
竹
に
、
様
々
な
／
什
為
九
町
性
に
よ
っ
て
持
J

依
刊
行
ら
れ
る
役
割
を
調
整
す
る
ご
と
仏
f

町
一
行
ら
れ
る
〈
そ
れ
は
、
汀
務

U

I

J

竹
が
っ
て
、
責
任
の
配
分
は

川
判
と
結
ム
「

温い又
v

心
A

絡
ん
行
’
セ
の
形
式
ハ
ザ
転
換
一
で
五
二
三
一
札
会
心
一
日
己
規
制
と

主川一

t
て
定
め
ら
れ
る
も
C
て
あ
る
J

こ
の
よ
う
な
形
式
の
主
換
役
七
日
仇
す
る
刊
点
は
、
y

ド
じ
規
制
の
潜
r
心
的
な
能
刀
と

世
ん
戸
れ
か
ら
の
判
家
の
込
却
で
は
な
く

統
ル
相
殺
伐
心
聞
の
、
そ
し
て
p

仏
人
と
’
打
政
の
山
む
協
同
削
で
の
る
そ
の
よ
う
な
協
同
附
た
く
し
て
は
、
社
会
の
ー
一
己
規
制
に
対
し
て
統
怖

に
よ
っ
て
彰
響
を

7
、
ズ
る
こ
と
は
、
は
と
ん
ど
不
可
い
似
て
の
る
ハ

責
任
の
段
階
付
け

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
貢
任
の
配
分
が
、
図
説
的
ア
ク
h
v

、
ア
凶
）
率
的
ア
ク
タ
＼
り
と
L
て
私
的
ア
ク
タ
ー
の
助
態
的
な

訓
笠
主
主
味
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
仔
務
実
行
の
ん
法
が
市
心
的
ぷ
問
題
い
な
る
c

必
ん
て
な
ア
ク
タ
の
行
為
の
寄
い
干
？
っ
共
演
、
三
全
体

と
し
て
み
れ
ば
μ
、
当
該
任
務
が
公
共
の
J

仙
川
刊
に
淀
っ
し
ム
丸
一
も
さ
れ
て
い
る
こ
〈
が
必
要
ご
あ
る
こ
の
で
フ
な
ほ
ヘ
渋
の
検
め

諜
認
を
大
主
か
に
構
造
化
f
る
た
め
に
は
、

M
山
家
こ
い
七
の
他
の
ア
ク
タ
ー
の
任
総
長
行
に
対
す
る
持
九
分
が
記
述
さ
れ
え
る
こ
乙
が
必

安
で
為
る
。
、
」
の
こ
と
は
、
任
務
け
特
／
れ
と
任
務
に
刻
す
る
責
汗
を
メ
ー
別
す
る
こ
と
刀
、
つ
｜
｜
子
れ
は
、
仕
務
の
民
間
化
を
め
く
る
議

人
間
乙
万
円
つ
、
寸
＼
お
ら
れ
て
－
V
G
J
h
u
l
l陀
め
ら
れ
る
。

rJ
な
わ
ち
、
日
務
い
悼
／
七
九
M

刊
誌
仰
の
だ
現
の
に
め
の
事
必

t
の
行
為
を
不
一

qCに
吋
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、J
て
、
任
務
に
対
ゲ
る
支
併
は
、
打
「
務
が
事
実
上
長
J

P

－
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
こ
の
任
務
の
担
い
た
J

の
長
終
的
な
支
れ
を

2
味
す
る
。
任

務
ト
ル
対

f
る
責
任
と
任
務
履
行
は
バ
人
に
お
い

コ

J
亡
、
1
2
1
九
二
戸
F
A
J
K
J
n
E
1
kく、

ν

！
：
！
、
7
7
y
i円
1

d

l

j

！

万

L
C

（
｝

川川
p

々
の
担
い

f
に
分
か
れ
る

こ
の
こ
子
t
辺
述
L
て
、
出
家
け
責
任
の
分
数
に
殺
し
に
、
責
任
心
一
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
党
反

L
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
実
行
責

午
υ

ロづ
「
『

ーでき
ゅ，， '" 
' ＇命

るて~ ~ 
〈司

同

" 門

司

00 

－Jf
h『
町
戸
山
町
川
匂
力
一
同
】

札
同
附
阿
武
汗

（
（

rメ
J
L
H

ユ
2
5
5時
7
2
2三
者
ミ
445mJ
、
戸
ス
け
止
め
一
斉
午
！

名
。
三
一
三
氏
）

・
実
行
責
つ
は
出
家
白
骨
に
よ
る
公
的
任
務
の
実
現
古
意
味
す
る
c

、
一
心
事J
～川、

じ
こ
μ

松
山
初
と
y

仁
ら
も
七
ら
す
か
ら
、

南
一
家
が
前
接
／
什
改
正
は
町
長
行
設
の
担
ト
ピ
十
を
干
一

川
棋
に
任
務
の
実
行
に
〕
F
d
す
る
汗
仙
知
山
口
責
任
が
帰
属
す
る
わ
ぃ
ヲ
な
わ
ち
、
ド
ト
ぃ
務
の
F祝
行
と
任
務

に
が
」
寸
る
責
任
は
車
な
る

出家こ私人にI，，公犬山知ネグコ戸体化

・
日
体
持
安
打
に
の
場
ん
U
U
M
川共
1

ぷ
る
J

」
の
責
任
付
、

国
家
が
、

南J
り
M
川
家
だ
げ
が
任
務
を
履
行
「
る
、
ど
」
hr
、
ワ
手
を
T
引
き
、
任
務
が
私

人
と
協
働
し
て
、
あ
る
い
は
凶
家
の
法
ホ
に
従
つ
仁
社
会
の
け
己
統
御
に
よ
っ
て
隠
同
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
う
ふ
付

い
れ
）

総
つ
け
、
口
れ
る
：
国
家
は
、
と
の
均
一
台
、

C
務
JY
円
ら
は
。
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
市
村
山
て
は
行
わ
な
い
が
、
統
御
措
山
由
を
一
月
ぃ
マ
、
任

務
い
か

τ
？
に
通
h
J
r先
行
さ
れ
る
こ
と
な
保
障
す
る
c

保
府
立
任
は
↓
つ
の
形
活
ー
で
現
れ
る

J
て
の

コ
と
vν

て
、
以
降
主
任
ば
ド
且
抗
女

伴
と
、
以
て
、
実
行
主
任
か
、
コ
川
出
荷
玄
任
に
千
九
る
特
有
の
移
行
状
況
を
考
慮
に
入
れ
、
任
務
支
行
に
一
同
げ
た
ん
刀
諭
ル
凶
の
一

7μ
ヒ
ス
ド
介

作
障
支
任
は
規
制
支
打
れ
と
’
二
ー
一
、

民
明
化
さ
れ
た
打
務
沼
山
崎
に
お
け
る

↓
へ
の
什
印
刷
み
よ
い
も
掘
え

μい
け
る
、
」
乙
に
な
る
も
つ
一

コゐ
l
仏
、

一

f
t

公
民
の
抑
制
に
耐
え
う
る
粁
務
隠
ノ
「
を
俗
保
「
る
た
め
に
、
同
判
化
結
果
日
出
町
制
一
設
す
る
こ
乙
を
求
め
る
ロ

－
一
詐
は
の
ふ
一
日
1H
め
茂
年
い
こ
い
引
責
任
類
別
μ

は
、
村
会
に
よ
f
J

て
任
務
内
J

六
付
さ
れ
る
ぬ
ム
円
で
、

伐
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
に
こ
ぎ
、
主
後
た
な
統
杭
－
U
手
段
を
民
却
す
司
令
、
」
こ
に
川
崎
わ
る
。
ァ
叫
ポ
な
場
合
、
出
家
は
耳
び
t
u
務
の
実

の
成
何
本
が
注

(f¥l人民半、＂＂ (l l引＇ 191 '20凶）' c ' 



戸、

に
ず
み
」
口
、
り
い
引
き
寄
せ

¥ 

一L
E
f
t
な
こ

t
は
、
い
一
れ
ら
二
つ
の
カ
フ
ゴ
ー
に
お
い
こ
、
個
々
の
場
作
の
包
躍
だ
け
が
必
紫
に
な
る
よ
う
な
厳
密
な
だ
識
に
よ
る

言咋

概
念
形
成
子
「
わ
れ
て
い
る
？
わ
け
と
は
な
い
乙
い
う
こ
一
と
あ
る

M
門
家
こ
吐
会
の
玄
仔
の
厳
滑
な
い
分
は
、
h

一
れ
に
」
コ
て
で
き
て

抗
）

一
つ
の
投
陪
の
刊
の
移
行
は
一
ノ
ブ
ト
t

て
あ
f

J

J

｛
三
多
様
は
重
ぬ
げ
が
あ
り
布
4
0
u
7
ご
一
円
ー
コ
マ
、
、

ジ
？
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

文
献
に
お
い
と
、
ご
つ
の
段
陪
の
結
い
て
の
訪
日
除
に
つ
い
て
様
々
伝

υ
場
が
下
張
手
れ
て
い
る
の
は
、
あ
主
り
浅
く
こ
と
で
は
沿
い
n

し

一
つ
の
技
指
ケ
狭
い
意
味
で
活
設
やJ
な
湾
係
と
し
と
川
批
L
4
K
7

匂
か
｜
｜
多
数
説
と
一
宮
山
よ
有
｜
｜
、
丸
る
レ
は
、
深
川
門
責
汗
一

力、ア
1
4
F
似
の
立
収
力
一
フ
コ
リ
ー
と
し
て
瑳
併
す
る

P

門
川
次
的
な
目
、
と
で
あ
る
c

ン
ユ
ソ
ベ
ル
λ

が
、
責
H
1
の
政
指
ハ
刊
行
と
い
う
「

ン
ピ
プ
に
、
ア
ク
タ
ー

一
、
臼
一
本
と
な
人
）
が
そ
の
役
割
ピ
レ
〈
の
よ
う
に
演

t
る
べ
き
か
を
指
ぶ
し
た
一
、
ン
ナ
リ

t

の山
mN能
や
判
明

η

心

w
J
J
（
、
ナ
、
い
司
令
の

M
門
家
は

民
保
す
る
が
務
の
径
数
と
特
業
、
税
々
た
ア
ク
タ
ー
の
z
己
J

の
望
ま
し
い
似
分

コU
L

J

J

声ソ
1
2っ

行
ご
り
に
必
長
な
手
段
h
q
L

言
電
ず
る
こ
と
に
取
り
組
h
u

べ
き
で
あ
る
J

こ
、
り
ょ
う
沿
考
慮
に
つ
い
て
、
訟
は
、
「
賞
作
の
バ
ラ
ン
ス

ン
i
ト
」
と
い

戸
山
附
す
る
続
出
炉
、
ふ
」
行
政
協
働
2

ど川川

ι

反
問
し
て
い
る
J

行
政
協
働
契
約
の
紺
持
、
り
r
引
に
、
行
政
日
ば
主
任
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
ゲ
」
山
札
示
す
る
べ
き
で
め
る
つ
円
ど
の
咋
で
、
行
政
協
簡
に
の

い
C
存
在
ト
ゆ
る
行
政
庁
の
公
的
仔
務
の
実
行
い
対
「
る
＝
…
h
け
が
私
的
協
働
パ
マ
卜
J

ノ
ー
と
の
関
係
f
刃
包
さ
れ
な
け
れ
ば
な
、
り
な
い

ーノ
f
M
l
江
川
中
J
h

、

こ

し

斗

Y
1
f
t

と
の
よ
う
に
行
政
協
働
ん
人
約
が
作
、
り
れ
な
け
れ
ば
な
、
つ
な
い

AAJij
一、？｝、

行
政
け
が
p
て
の
玄
任
今
、
最
た
い
得
る
よ
う
、

か
に
つ
い
て
も
及
ぶ
べ

1lI 

山
人
例
と
し
て
の
通
門
店
一
弘
と
旅
客
淫
送
訟

日
出
降
一
辻
本
の
つ
ン
μ
ヒ
。
つ
ト
の
強
さ
は

の
伝
祉
の
具
体
化
に
お
い
て
私
的
ア
ク
タ
ー

4
E
i
（
率
的
γ

フ
タ
の
間
の
役
4
4
H
分
担
が
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同
、
体
的
に
ど
の
、
で
つ
伝
子
法
三
置
さ
段
、
え
つ
れ
る
か
に
係
っ
て
い
る
の
で
、
通
信
法
と
旅
客
ν
述
、
店
法
と
い
う
こ
つ
の
J
1

九
日
付
三
、
こ
の
コ

／
七
ソ
ト
す
説
明
ー
γ
目立ノ。

つ
の
実
例
は
、
通
話
、
パ
1

存
凶
山
胞
と
注
U

刑
さ
れ
る
も
む
の
枚
、
心
部
分
に
馬
ず
る
〉

叶」

b
u

日山

＋
柄
本
法
は
、

八

h
f
えれで、

通
い
の
指
明
、
肢
に
お
け
る
伝
降
一
民
家
の
ケ
ン
セ
ブ
｝
に
汚
ず
る
拍
子
ゼ
行
っ
て
い
る
。
こ
の
脱
走
は
、

現
で
、
山
市
山
邦
h
M

～
叫
使
剣
山
比
と
通
信
心
術
域
に
お
い
て
九
湾
で
適
切
か
つ
分
な
サ
ー
ビ
ス
を

山中心汗

す
る
と
し
、

j
、一一、
1

1

1

1
与
一
ド
ト
1
0
1ゼ

日

」

の
サ
ー
ビ
ス
い
か
ー
私
経
向
的
ん
戸
川
肘
）
う
L

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
レ
る
し

L
rげ
か
つ
て
、
以
前
と
い
穴
な
り
、
出
来
以
、
郎
震
と
宇
一
倍

（
山
ん
以
域
に
日
刊
行
る
L

「ノ
1
ピ
ヌ
か
ヱ
亡
し
ら
行
う
の
で
は
ん
引
い
〔
ァ
句
切
っ
て
は
な
’
＼

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
市
場
心
j
J
件
の

F
で
つ
払
的
余
来
を
沼

じ
て
れ
わ
れ
る
F

凶
笈
、
川
、
こ
む
よ
い
場
が
機
能
し
、
？
と
れ
に
よ
っ
て
、

l
分
か
つ
述
切
伝
市
え
へ
の
け

1
ピ
ス
従
比
い
叫
υ
事
実
と
し
J

も

出家こ私人にI，，公犬山知ネグコ戸体化

行
わ
れ
る
よ
う
、
配
慮
し
広
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
は
う
ま
て
も
な
し

乙 ft'
P守
只

b 

ほ
宝
刀
大
ご

h
m

バ
L

1
｛
1
7
1

：：

j
 

ユ
二
バ

i
ザ
ル
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
支
巡
り
第
六
山
慌
て
さ
、
つ
に
許
し
〈
別
？
日

ι

さ
れ
て
い

ム
チ
パ

i
ルイルルけ

i
ピ
ス
L
Y

は
一
定
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
悶
「
る
最
低
限
の
安
詰
と
さ
れ

ふ
り
抗
供
が
第

二
、
公
共
H

い
い
叫
す

る
寒
衣
附
提
供
己
、
J

て
J

小川
1
火
で
あ
る
こ
し
r
、
第
二
に
、

一
｛
丸
山
一
川
時
間
が
P

にめ、
h

つ
れ
ゐ
こ
と
、
第
一
ご
い
、
十
べ
て
の
最
終
利
い
ん
ア
↓
こ
実

質
的
に
は
市
民
し

が
、
そ
の
伶
所
J
ん
は
所
行
地
の
如
何
に
悶
わ
ら
ず
、

調
達
呼
能
な
例
経
で
P

ク
セ
ス
で
き
な
日
れ
ば
な
り
な

い
ご
乙
こ
さ
れ
る
（
送
作
作
〕
八
条
一
月
ハ
J1
こ
の
コ
ニ
パ
ヲ
汁
F

ル
吋
ド
ス
に
は
、

出
品
司
に
お
い
て
利
尽
叫
我
々
電
話

同
線
ζ

公
的
な
一
遍
話
旬
、
ピ
ス
へ
の
F

ク
七
ス
、
印
制
さ
れ
た
F

公
的
な
記
入
者
弘
、
包
打
知
的
自
公
約
百
話
楽
門
吋
、
ピ
ヲ
ヘ
、
伊
川
h
i

は
カ
i
卜
式
公
衆
日
目
話
、
公
京
電
話

η
川
町
’
判
の
緊
急
鼠
話
絞
r屯
が
A
け
ま
れ
る

活
出
法
L

〕
へ
粂

J至
。

そ
れ
で
は
、

f
の
一
ゴ

す

け

し

け

γ
一ス

一ノ

l
一
一

T

〕
い
う
午
！
務
に
対
一
G
J
γ

句
古
川
寸
い
の
配
分
は
、
こ
の
ふ
う
に
作
九
れ
と
い
る
の

(f¥l人民半、＂＂ (l 183' 19;3 '20凶）. c . 



戸、

で
丸
山
一
メ
J
っ
か
」

に
、
こ
の
任
務
の
市
場
に
お
け
る
打
私
的
や
尚
南
宮
述
、
〕
わ
八
奇
人
ノ
々
が
優
立
ご
れ
る
J

Z

川
ぬ
が
、

コ

ノて

サ

サ
ー
ビ
ス
す
庁
か
っ
一
地
切
に
桜
位

h
f白、

τ）
を
保
障
で
き
ヨ
い
と
き
に
初
め
て
、
同
ま
の
保
障
責
任
子
介
入
了
J

る
ラ
こ
の
で
勺
な
場

言咋

台
、
法
律
二
浅
信
法
八
心
条
）

は
、
そ
の
都
安
心
川
場
で
活
動
し
て
い
て
、
少
な
く
ー
よ
凶
%
の
丙
場
h
t
r
山
を
お
ァ
る
ず
べ
て
の
ん
い

業
に
対
し
て
、
当
造
工

バ

i
サ
ル
サ
ど
句
、
い
が
h
k
住
い
で
き
Q
よ
入
古
守
す
る
戸
、
と
を
義
務
つ
け
て
い
る
。

、
」
の
義
務
つ
け
を
宮
古
川
服

γ
る
民
主
に
h

ね
い
て
、
保
障
一
戸
家
の
一
」
ン
セ
ブ

f
の
手
段
が
よ
く
去
3
れ
て
い
る
。

土
抗
段
治
と
1
て
、
規
制
げ
で
あ
る
法
部
、
不

J
F
1
1
シ
ユ
〆

ー
は
、
ど
の
よ
う
な
コ

一
パ
ー
ザ
ル
斤

l
ピ
ス
が
ど
の
地
域

で
透
切
か
っ
！
万
に
イ
一
決
さ
れ
て
い
な
L
hん
の
ほ
認
古
八
三
点
ず
る
c

お
ふ
刊
来
は
、

月
以
山
d

に

印
刷
け
山
て
、
－
UJ
？
一
パ
ー
ザ
ル

f
l
ピ
ス

hy財
一
以
川
向
調
整
な
し
に
従
供
「
る
川
市
立
が
為
る
こ
と
わ
乙
一
三
一
斉
す
る
と
し
し
が
で
き
る

（
通
信
伝
人
一
荘
一
頃
）

F

j

、ゐコ

？
し
す
寸
／
い
町

μ
J

て、

ζ

心
投
初
の
段
沿
は
企
業
〈
ど
れ
い
ム
思

九
す
る
）
ら
の
て
ゐ
る
へ

・
予
定
H

届
け
出
る
や
み
ち
か
な
か
っ
た
場
合
、
第
一
の
段
階
が
一
杭
〈
ι

こ
の
段
階
で
、
連

MAi
ソ
ト
・
「

l
ジ
ェ
ン
ン
i
は
、
令
業

三
一
口
凡
聴
取
り
校
、

一
パ
i
サ
パ
サ
ー
ビ
ス
心
提
供
を
義
務
つ
け
ト
o
h
m

－
と
す
る

つ
の
又
は
復
数
の
企
業
主
決
定
F
7
Q
－
通
信
、
江

コ

八
一
丸
木

項＼
c

指
先
さ
れ
に
公
安
が
こ
れ
に
川
九
議
ピ
也
、
凡
な
か
う
た
場
台
、
義
務
つ
け
が
行
わ
れ
る
一
そ
の
料
、
金
主
を
梓
力
的

な
強
制
、
す
な
わ
ち
行
政
行
fdに
よ
コ
て
wmu
応
ず
る
一
」
と
が
問
犯
に
な
る
、
巾
＼
あ
く
ま
で
い
例
党
的
と
あ
る
c

寸
な
わ
ら
、
品
川
品
川
の
う

ち
の
つ
が
、
義
務
代
け
、
コ
れ
る
場
介
に
、
通
信
法
八

条
、
八
一
与
に
よ
り
財
政
的
制
整
を
他
の
ふ
r
柔
か
っ
ぷ
め
う
る
ミ

川
引
う
る

rき
は
、
山
花
rお
づ
け
は
行
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て

第
九
川
附
出
も

国
家
の
保
障
責
任
が
で
き
る
限
り

月
坊
に
近
い

ご
ろ
で
具
体
化
さ
れ
る
ト
hfM心
主
義
務

3
H
て
い
る
コ

－
こ
の
こ
J
は
第
一
投
陪
に
お
い
て
も
吋
て
は
ま
る
。
こ
の
没
除
い
は
、
企
業
心
一
つ
が
、
コ
一
－
パ
サ
ル
サ
i
F
一
ス
の
給
付
」
／
｝
義
務

つ
け
ら
れ
た
場
合
、
防
政
的
以
内
A
b工
求
め
う
る
こ
こ
を
政
問
し
一
～
場
ム
日
ぺ
泊
刑
さ
れ
る
。
、
｝
心
場
台
、
述
邦
ネ
J

ト
・
エ
シ
工
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シ
ン
ー
は

パ
ー
斗
ル
斗

i
ピ
ス
の
給
付
町
公
一
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
決
心
」
ぷ
め
な
け
れ
ば

「
市
場
数
似
的

ヤヱ

な
ら
な
い
。
給
自
主
行
1
4
ご
一
の
ヰ
認
は
、
給
自
い
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
一
こ
を
一
け
川
L
、
門
医
も
少
な
U

散
の
調
故
や
ご
止
の
f
比
是
d

討
に
対
し
て
p

ゃ
い
わ
れ
る

通
店
法
人

ネ千九一一日、）
J

－
こ
の
ト
ヴ
法
J
O
、
公
－
小

fuv机
三
週
切
な
山
県
者
が
見
つ
け
ム
れ
へ
は
か
勺
ん
J

I

た
め
に
、
門
的
を
け
止
し
な
か
っ
た
場
台
、
連
，

γ小
3
7
ψ

工、
1
J
ン
工
ン
シ
は
、
第
凶
段
階
、
r

し
て
、
第
二
投
降
／
ふ
υむ
さ
れ
た
ふ
往
来
に
利
し
て
ユ
二
パ
サ
ル
ヰ
庁
、
1
ピ
ス
の
給
什
け
を
義
務
コ

、可L
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ゐ

通
信
法
人
条
I
h
m－
っ
こ
れ
に
よ
っ
て
当
談
合
業
b
由
接
に
負
担
さ
き
主
叫
ん
円
、
町
日
に
よ
っ
ご

羽
汝
約
調
和
｝
ゲ
F
J
Y
け

る
こ
と
か
で
き
る

コホ三一
V
去
へ

ノ

1
6
ノ

ユ
－
パ

l
い
け
ル
什
ノ
ー
ビ
ス
の
石
市
引
を
f

交
務
コ
け
ら
れ
た
L
U
J
A
ヘ
ー
、
正
企
業
人
υ

条
）
し
、
、
の
事
件
腎
は

ら
川
判
点
犬
、
れ
る

つ地伝ん山山山一八一タ市三

そ
れ
で
は
、

い
の
よ
ヰ
な
コ
ニ
パ

1
叫
ん
ガ

1
ピ
λ

む
給
山
刊
の
仕
矧
み
に
一
ひ
い
こ
、
昔
（

F
C配
分
l
L
責
任
の
段
階
利
刊
行
に
つ
い
て
は

出家こ私人にI，，公犬山知ネグコ戸体化

ど
の
よ
ぷ
九
一
は
、
ズ
る
の
て
う
あ
ろ
う
か
ι

ま
ず
、
国
家
に
は
、
「
7

ご

ハ
ー
サ
ル
す
l
ピ
ヌ
の
給
付
一
り

i
分
か
つ
、
制
切
な
究
行
L

と
い
よ
ー

公
的
存
務
に
つ
い
て
、

i
r
J引
責
日
い
い
が
あ
る
わ
け
て
は
な
い
に

の
h
L

正
丈
に
よ
り
、
わ
い
ι

務
の
実
行
は
私
企
業
に
よ
り
竹
わ
れ
る
ん
し
か

し
、
凹
／
小
川
は
保
出
守
男
、
日
ト
ι
予
授
汁
て
お
り
、

全
装
に
よ
る
山
じ
い
社
仰
が

i
分、
7
f
u
伎
に
機
能
し
と
い
L
y
h
さに、

国
ハ
体
化
「
る
v

規
制
反

が
囚
家
い
利
忠
叶
ぷ
W
に
v

て
L
る
ア
段
は
、

可
出
な
限
り
企
業
山
一
以
川
町
九
川
河
L
て
抑
制
的
に
i

減
す
る
こ
と
ur
志
川
J

て
L
る
じ
任
意

性
と
｝
円
以
切
泣
似
性
に
依
拠
、
〕
た
解
決
が
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凶
門
家
の
強
制
的
引
い
m
に
ベ
ダ
ン

て
い
る
じ
凹
一
恨
の
強
制
問
、
最
後
の
一

7
段
〉
注
げ
て
初

め
て
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入
手
れ
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。

L
か
し
、
そ
の
場
九
れ
で
も
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因
す
れ
ば
粁
務
の
実
じ
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出
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引
き
h
N
J

ぜ
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と
は
な
い
の
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あ
る
〉

旅
存
運
民
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］
川
げ
伎
の
川
小
川
は
、
、
」
れ
一
は
に
株
り
上
け
た
も
の
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は
な
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も
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（
日
お
）
現
行
心
旅
客
運
波
法
β

行
J

て
い
る
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、
｝
の
箱
、
成
で
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交
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叩
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r
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の
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作
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範
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近
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迫
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伐
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れ
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↓
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、
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れ
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岐
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＃
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収
ノ
け
、

そ
の
胞
の
出
、
紅
一

の
む
昧
に
N
け
る
企
業
収
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什
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＼
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仙
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さ
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h
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到
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叫
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／
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什
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右
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仇
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陪
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仇
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台
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を
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取
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れ
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／
什
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＼
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湯
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古
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仁
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介
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／
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ノ
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仕
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＼
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叱
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れ
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れ
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